
1．業界初シャフトロックシステムで作業効率が大幅に向上
　従来バックパッドを交換するためには、レンチを使用しなければいけませんでした。その手間を防
ぐために平面も曲面にも使用出来るバックパッドを取り付けたまま研磨作業をしていました。
　しかし、平面を磨くと波がうち、曲面を磨くには少し硬く、せっかくの柔軟性を持つダイヤの性能を
100％活かしきれていませんで
した。そのため、平面磨きには平
面磨き用のダイヤが別途必要で
した。
　当社のシャフトロック機能は、
ボタンを押すだけでバックパッド
を簡単に交換することができ、研
磨の場所に、最適なバックパッド
を使用することが出来ます。

WS-6を快適に使用するために、次のことにご注意ください。
1．適正な空気量でご使用ください。
WS-5からの買い替え時に特にご注意頂きたい点です。WS-6は最新のモーターを使用していますので、WS-5と同じ空気量
で使用すると8,000RPM以上回転します。この回転数で使用するとギアに負担がかかり故障の原因となります。
WS-6使用時のコンプレッサー適正圧力は4.0MPa～6.0MPaなので目安は5.0MPaでの使用を推奨いたします。

2．ドレン対策をお願いいたします。
圧縮空気内には水分、油分、そして小さな埃などが混じっています。これらが最初にベアリングに悪い影響を及ぼします。そして
ベアリングの異常がギアに影響し、故障の原因となります。ギアが壊れるとよく言われますが、最初に故障するのはベアリング
です。

3．使用前・使用後には注油をお願いいたします。
使用前・使用後には必ずエアー口からオイルを5～6滴注油してください。これを怠ると圧縮空気内に含まれる水分により、ベ
アリングを始めギア等の錆の原因となり故障の原因となります。

WS-6を始めとするエアーツールを長くご利用頂くために、エアフィルターとレギュレーターのセットを
お勧めいたします。

皆様、こんにちは！
　当社の理念である『石文化の進歩発展に貢献する』の実現に向け、石材業界の発展にお役に立つ情報をお届けするニュー
スレターの第17弾です。当社が10月21日まで行いましたキャンペーンで好評だった『ウォーターサンダーＷＳ-6』について
お届けさせていただきます。
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弊社ホームページでは、商品の詳細カタログや使い方の動画などを随時UPしておりますので、ぜひご覧ください。

WS－6の特徴

WS－6

バックパッド『ハード』・バックパッド『ソフト』
それぞれ近日発売予定!!!

このユニット（エアフィルターとレギュレーター）は、圧縮空気内のドレンを
除去すると同時に、空気量を制御することが出来ます。このユニットを使用
することで、エアーツールを快適にご利用頂けます。



商品についてのお問い合わせ・ご注文等は、お近くの石材工具販売店様までお問い合わせください。

TOUEIドットニュースは、メールでいち早く配信しております。配信をご希望の場合は、web@touei.ne.jp へ、
メールの本文欄に会社名・お名前をご入力の上、送信ください。（右側のＱＲコードで、上記のメールが開きます）

おすすめ商品   この冬に最適な商品 ～暖 雅～

スティック型水垢落とし「ファイバークリーナー」の大理石用はありますか？

大理石用はございません。大理石の表面は傷つきやすく、細かい傷がつくとその傷からなお一層水垢が付着しやすく
なります。
大理石の水垢落としには大理石用のハンドパットがお勧めです。手軽に現場で機械を使わずに磨く事が可能です。工
程も４～５工程ほどで光沢も復元できます。
また、中性の洗浄剤で湿布を繰り返しながら洗浄することで表面の汚れを除去することもできます。

Q & A

Q

A

　つい最近まで暑い日が続いておりましたが、今年も残り2カ月となりました。
　本格的な冬が始まる前に当社では、寒さ対策商品をご紹介させて頂こうと
思います。
　今回ご紹介する商品は、「TAJIMA 暖雅ベスト」です。
　この商品は充電式の電熱暖房ベストです。特徴としましては、「体系を選ばな
いフリーサイズ」、サイズはメンズのMから３Lサイズ相当の大きさです。
一般的なアウター型の電熱暖房着と違い、「発熱体を着る」ような感覚で着用
できる薄型のインナータイプですので上に着る服は自由に選べます。
　体の冷えやすい「腹部」、「背中」、「腰」の３カ所に発熱体が配置されており、
体の芯から暖まります。
　この温める発熱体ですが、カーボンファイバーを使用しています。
　カーボンファイバー発熱体が体に密着してわずか10秒ですぐに温まります。
　「暖雅」でこの冬を快適に過ごしてみませんか？

コンクリートに金属板を取り付けたいが作業性の良い接着剤を教えて？

コンクリートと金属では伸縮率がちがうため、通常のエポキシ樹脂系接着剤は硬すぎて接着剤が割れて剥がれてし
まう恐れがあります。
素材が違う物同士の接着には硬化しても弾力性を保つ接着剤がお勧めです。墓石などでもよく使用される変成シリ
コーン系の接着剤や、建築の外装石貼りによく用いられる２液性弾性接着剤などがあります。
ちょっとした面積の接着であれば変成シリコーン系のコーキングでも対応できます。また面積が広いまたは強固な接
着が必要な場合は２液性の弾性接着剤がお勧めです。
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